
第76回

み
ん
な
で「
山
科
区
基
本
計
画
」に
取
り
組
も
う
！

区
民
活
動

リ
レ
ー

連載

き
ず
な

マ
マ
た
ち
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
お
し
ゃ
べ
り
の
場
を

�

オ
ン
ラ
イ
ン
で
作
り
た
い
！
〜
マ
マ
ル
ー
ム

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ

り
、
地
域
で
の
交
流
の
機
会
が
減
る
中
、
自
身

も
3
人
の
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
松
井
久
美
子

さ
ん
は
、
山
科
・
醍
醐
地
域
の
マ
マ
が
「
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
で
き
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流

会
「
マ
マ
ル
ー
ム
」
を
、
２
０
２
１
年
か
ら
運

営
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
三
回
の
交
流
会
を
実

施
し
、
地
域
の
マ
マ
た
ち
の
つ
な
が
り
を
生
み

出
す
、
ま
さ
に
「
マ
マ
た
ち
の
部
屋
」
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
マ
ル
ー
ム
の
立
ち
上
げ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
当
時
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
妊

娠
の
た
め
に
育
休
中
だ
っ
た
松
井
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
育
休
中
の
マ
マ
に
は
お
し
ゃ
べ
り
の
機
会
が
得
に
く
い
ん
で
す
。
特
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
、
お
店
や
親
子
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
も
す
ご
く
少
な
く
な

り
、
マ
マ
さ
ん
の
悩
み
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。」

　
そ
こ
で
松
井
さ
ん
は
、
お
も
ち
ゃ
会
社
が
企
画
し
た
、
育
休
中
の
マ
マ
が

全
国
か
ら
集
ま
る
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
で

一
度
も
会
っ
た
こ
と
の
な
い
他
地
域
の
人
た
ち
と
も
親
し
い
友
だ
ち
に
な
れ

た
り
、
悩
み
を
発
散
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場
の
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
交
流
会
は
、
参
加
者
が
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
っ
て
子
育

て
環
境
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
実
際
の
育
児
の
参
考
に
は
な
り
に
く
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
山
科
・
醍
醐
地
域
で
育
児
中
の
マ
マ
さ
ん
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
会
を
探
し
ま
し
た
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。「
な
い
な
ら
自
分
で

作
っ
て
み
よ
う
」
と
、
東
野
・
山
科
別
院
で
子
ど
も
食
堂
を
行
う
田
中
純
子

さ
ん
と
相
談
し
て
二
人
で
マ
マ
ル
ー
ム
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　
マ
マ
ル
ー
ム
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
き
っ
か
け
と
す
る
出
会
い
と
語
り
の
場

で
す
が
、
そ
の
つ
な
が
り
は
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
い

と
松
井
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　
「
せ
っ
か
く
山
科
・
醍
醐
地
域
限
定
で
や
っ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
け
ば
、
こ
こ
で
培
っ
た
つ
な
が
り

で
、
実
際
に
会
え
る
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
も
や
っ
て
い
き
た

い
。
例
え
ば
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
、
お
子
さ
ん
の
写
真
撮
影
会

な
ん
か
面
白
そ
う
で
す
よ
ね
。」

　
最
後
に
、
き
ず
な
リ
レ
ー
読
者
の
皆
様
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
私
も
山
科
・
醍
醐
地
域
で
子
育
て
を

し
て
い
る
普
通
の
お
母
さ
ん
な
の
で
、
あ
な
た
と
お
話
を
し

た
い
で
す
し
、
あ
な
た
の
お
話
を
聞
き
た
い
で
す
。
願
わ
く

ば
、
マ
マ
友
に
な
り
ま
し
ょ
う
！
」

�
（
京
都
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
谷
亮
治
）

問
合
せ
区
総
務
・
防
災
担
当
（
☎
592-

３
０
６
６
）

住宅火災を防止しよう

安心・安全なまち山科を守るため、
皆さんで火災予防に取り組みましょう！

令和４年 春の全国交通安全運動

　山科区役所では令和
2年度から、山科への移
住促進を図るため「京
都山科ブランディング
事業」に取り組んでいま
す。10月から11月にか
けて、区民の皆さんから
ご応募いただきました山
科の魅力を基に作成した
特集ページを、区ホーム
ページに掲載しています
ので、ぜひご覧ください。
これからも山科の魅力
発信に取り組んでまいり
ます。

問合せ 区総務・防災担当
（☎５９２-３０６６）

　空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期です。山科区の令和３年中
の火災１８件のうち、３月～４月に発生した火災は５件です。特に多い
住宅火災を防ぐため、次の取組を実践しましょう！

問合せ

山科消防署（☎592-9755）

●たばこ火災に注意！
・�吸い殻は確実に消火
・�灰皿に吸い殻をためない
・�就寝前や外出前に喫煙場所を確認

●放火火災に注意！
・�建物の周りに燃えやすい物を置かない
・�しっかり鍵を掛ける
・�夜間は屋外の照明を点灯する
・�センサーライトを設置
・�車やバイクのボディカバーは防炎品を使う

●こんろ火災に注意！
・�火をつけたまま離れない
・�衣服への着火に注意

　「やましなプラス＋」で、山科の歴史・文化・産業等の問題
を出題する「山科検定」の過去問（過去4回分計200問）を
ゲーム感覚でお楽しみいただけます。
　10問中何問正解できるか、山科検定１級合格を目指し
てチャレンジしてみてください。
　10問正解すると、画面にレアもてなすくんも出現します！

＜子どもを交通事故から守りましょう＞
●�ドライバーは、住宅街や小学校、公園の近くでは特にスピードを控え、飛
び出し等に備えましょう。
●�保護者は、子どもと道路を歩く機会を作り、安全な行動が身につくよう、
繰り返し教えましょう。
●子どもは大人のまねをします。周りの大人が正しい手本を示しましょう。
＜横断歩道での歩行者優先はドライバーの義務です＞
●�横断歩道付近では、スピードを落として安全確認をしましょう。追い越し、
追い抜きはやめましょう。
●�歩行者が横断歩道を横断しようとしているときは、必ず一時停止をしましょう。
問合せ 山科警察署（☎575-0110）

問合せ 区総務・防災担当（☎592-3066）

運 動 期 間　4月6日（水）～4月15日（金）
スローガン　「あげた手に 笑顔で止まる 京の春」
運動の重点　●子供を始めとする歩行者の安全確保

●歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上�
●自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保

詳しくは
ママルーム
インスタグラムから▶

●住宅用火災警報器
　を設置！
・�異常がある場合や
設置から10年が経
過した場合は交換

3月25日（
金）～

山科の魅力を区ホームページに掲載しました
～たくさんのご応募ありがとうございました～

App�Store Google�Play

ママルーム主催者のお２人ママルーム主催者のお２人
（松井さん親子（左）、田中さん（右））（松井さん親子（左）、田中さん（右））

市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版　　 第315号　　令和４年3月15日　（４）再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ジチタイアド（☎ 092-716-1401）　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。

住宅情報誌
『ＳＵＵＭＯ新築マンション関西版』、

住宅情報ＷＥＢサイト
「ＳＵＵＭＯ」に掲載しました！

区ホームページはこちらから▶




